
明
治
の
ド
イ
ツ
語
教
育
史
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
吉
田
謙
次
郎
の
名
前
を
き
っ
と
記
憶
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
な
に
し
ろ
彼
は
旧
東
京

外
国
語
学
校
、
東
大
医
学
部
予
科
、
東
京
大
学
予
備
門
、
第
一
高
等
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
及
び
独
逸
学
協
会
学
校
附
属
の
独
逸
語
専
修

学
校
な
ど
当
時
エ
リ
ー
ト
校
で
、
し
か
も
最
も
ド
イ
ツ
語
教
育
が
盛
ん
だ
っ
た
学
校
の
教
師
を
歴
任
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
独
語
教

師
と
し
て
の
活
動
は
明
治
九
年
か
ら
始
ま
り
、
｜
高
を
退
職
後
も
独
逸
語
専
修
学
校
に
お
い
て
も
講
師
と
し
て
授
業
や
夏
期
講
習
会
等
で
教

鞭
を
執
る
な
ど
昭
和
初
期
ま
で
続
き
、
約
五
十
年
に
も
及
ぶ
。

だ
が
、
吉
田
に
特
徴
的
な
こ
と
は
著
書
・
雑
誌
論
文
な
ど
残
さ
れ
た
業
績
が
殆
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
の
知
る
限
り
彼
は
教
科
書
一

冊
も
編
ん
で
い
な
い
し
、
雑
誌
へ
の
寄
稿
も
皆
無
に
等
し
い
。
ひ
た
す
ら
教
場
や
、
講
習
会
等
で
ド
イ
ツ
語
を
講
じ
続
け
た
生
涯
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
通
常
こ
う
し
た
人
物
は
ま
ず
考
察
の
対
象
に
な
ら
な
い
し
、
一
般
の
興
味
も
惹
か
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ま
で
吉
田
に
関
す
る
研

究
は
皆
無
で
あ
る
。
吉
田
と
い
う
独
語
学
者
は
残
さ
れ
た
著
書
等
が
な
い
の
で
、
そ
の
死
と
共
に
完
全
に
忘
れ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

の
も
無
理
が
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
語
学
教
師
の
場
合
、
著
書
の
な
い
人
は
そ
れ
が
あ
る
人
に
必
ず
し
も
劣
ら
な
い
。
本
や
論
文
を
書
く

こ
と
よ
り
も
そ
の
分
、
教
場
で
独
語
を
教
授
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
吉
田
は
日

本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
教
育
の
初
期
に
、
そ
し
て
日
本
人
が
真
剣
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
時
期
に
、
し
か
も
前
記
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
校
に

ド
イ
ツ
語
学
者
吉
田
謙
次
郎

は
じ
め
に

上
村
直
己

１



|｛ 》
乞
守
晶
句
さ
姑

お
い
て
長
く
独
語
を
講
義
し
た
人
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
の
教
え
子
に

は
後
年
の
優
れ
た
人
材
が
多
く
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
た
と
え
著
書
が

な
く
と
も
か
か
る
人
物
に
関
す
る
文
献
が
一
編
ぐ
ら
い
は
あ
っ
て
当
然

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
書
く
の
は
独
逸
学
史
を
専
攻
す

る
者
の
義
務
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
思
い
か
ら
小
稿
を
ま
と
め
る
こ
と

剛
に
し
た
。

省畔
一
貝
進
生
し
｝
し
て
初
め
て
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ

部文く
と
は
言
え
、
筆
者
の
手
元
に
あ
る
研
究
資
料
は
少
な
い
。
履
歴
書
一
一

艫
趣
と
若
干
の
周
辺
資
料
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
吉
田
謙
次
郎
は
履
歴
書

順
に
よ
る
と
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
一
一
月
十
六
日
、
当
時
の
武
蔵
国

目諏
江
戸
下
谷
御
徒
町
に
お
い
て
生
ま
れ
た
。
父
は
旧
金
沢
藩
士
の
士
口
田
淳

田
一
郎
。
幼
名
幸
太
郎
、
の
ち
謙
之
肋
、
ま
た
は
謙
次
郎
と
称
し
た
。
履

吉
歴
書
に
は
書
い
て
な
い
が
、
吉
田
謙
次
郎
は
明
治
三
年
に
は
金
沢
藩
貢

進
生
と
し
て
前
田
肇
、
桜
井
一
房
次
郎
（
の
ち
一
房
記
）
と
共
に
大
学
南
校

（
２
）

へ
入
り
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
貢
進
生
制
度
と
い
う
の
は
各
藩
の
推
薦

生
を
中
央
の
大
学
南
校
に
入
学
さ
せ
人
材
簡
抜
す
る
制
度
で
あ
る
。
小

倉
処
平
や
平
田
東
助
の
建
議
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
、
太
政
官
は
明
治
三

年
七
月
、
大
学
南
校
の
充
実
の
た
め
そ
の
実
施
を
布
告
し
た
。
即
ち
、

２

燕
~鬮
勺《；

煮

エ
リ
室
０

全

斗

全
■

鶚
エ

斗一

÷̄̄
●

幻月
滝
-÷

牙

曇
８
十
日

分

朴

心

Ｉ

日
鋳
公
雫
錯
鍾
下
鶏

歎
隼
動
齢
針
守
嫌
で
技
守
勺

詮

可
蝉
金
式
奪
可
墨
一
一
三
ヶ
８
咄
圷
Ｊ
、
：
；

或
宜
外
聞
鍔
茅
決
裁
翰
拘
ノ
管
汝
超
と

り
－
■
。
」
、
、

キ

蕃
蔓 全 全

誤
予
勵

全 今
え
押
者

全



十
六
才
か
ら
二
十
才
ま
で
の
若
者
を
、
藩
の
石
高
に
応
じ
て
、
十
五
万
石
以
上
三
人
、
五
万
石
以
上
二
人
、
五
万
石
以
下
一
人
ず
つ
を
割
り

当
て
五
年
間
修
行
の
予
定
で
あ
っ
た
。
貢
進
生
は
入
学
に
際
し
英
語
、
仏
語
、
独
語
か
ら
一
つ
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
明
治

（
３
）

四
年
正
月
二
十
一
一
日
改
正
「
貢
進
舎
生
姓
名
簿
」
に
よ
る
と
、
総
数
三
百
十
人
の
う
ち
英
語
履
修
者
二
百
十
九
人
と
圧
倒
的
に
多
く
、
仏
語

七
十
四
人
、
独
語
は
わ
ず
か
に
十
七
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
吉
田
が
独
語
を
選
ん
だ
の
は
、
後
年
の
独
逸
学
の
隆
盛
を
考
え
れ
ば
、

彼
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
こ
の
時
貢
進
生
と
し
て
独
語
を
選
ん
だ
人
に
は
吉
田
の
ほ
か
に
安
東
清
人

（
熊
本
藩
）
保
志
虎
吉
（
三
日
市
藩
）
、
関
澄
蔵
（
福
山
藩
）
ら
が
い
た
。
大
学
南
校
で
は
独
語
教
師
と
し
て
ス
イ
ス
人
の
ヤ
ー
コ
プ
・
カ
デ

鹿
兄
殿
藩

静
岡
藩

名
古
箆
藩

名
古
屋
藩

熊
木
藩

金
澤
蕪
前
田
肇

金
鰹
藩
理
櫻
井
房
次
郎
〔
後
鶴
罷
〕

iiIIi大永木町

足澤井 田

久域
勝良一 陽

記雄郎直叙

金
澤
藩
吉
田
謙
次

鹿
兒
島
藩
園
田
学

静
岡
藩

静
岡
藩

名
古
屋
藩

熊
本
瀞

熊
本
藩

（）

木安小小飯

下藤） 倉
田

川、

主情善政
厚８

吉郎郎人吉吉需

菱

リ
ー
、
ド
イ
ツ
人
の
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・

フ
ォ
ン
・
ワ
グ
ナ
ー
、
Ｖ
・
ホ
ル
ッ

』
で
あ
っ
た
。

史稗
だ
が
大
学
南
校
は
同
年
七
月
文
部

拓
省
が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
大
学
の

剛
ｂ
管
轄
を
離
れ
て
文
部
省
の
所
轄
に
な

辮肱った。そして大学東校と共に単
町
碩
に
南
校
、
東
校
と
称
す
る
こ
と
に
な

ｊ
Ｂ

櫛
引
っ
た
。
だ
が
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、

銚
距
吉
田
は
明
治
四
年
九
月
に
は
南
校
を

全
目
１

進
冊
退
学
し
外
務
省
洋
語
学
所
に
入
り
三

債
上
年
間
独
逸
学
を
学
ん
で
い
る
。
従
っ

て
吉
田
が
大
学
南
校
、
南
校
に
学
ん

だ
時
期
は
二
年
足
ら
ず
で
あ
っ
た
こ



明
治
七
年
外
国
語
学
所
は
廃
せ
ら
れ
東
京
外
国
語
学
校
が
設
立
さ
れ
た
（
後
年
、
旧
東
京
外
国
語
学
校
と
称
せ
ら
れ
た
。
）
そ
れ
に
伴
い

（
６
）

二
口
田
謙
次
郎
は
新
設
の
東
京
外
国
語
学
校
に
お
い
て
一
年
半
ド
イ
ツ
語
を
修
業
し
た
。
「
東
京
外
国
語
学
校
官
員
並
生
徒
一
覧
」
（
明
治
七
年

三
月
）
に
よ
る
と
、
校
長
辻
新
次
、
独
逸
語
学
教
諭
心
得
に
山
内
（
天
野
）
光
屋
、
渡
辺
廉
吉
、
ド
イ
ツ
人
教
師
に
ヴ
ィ
ト
コ
ウ
ス
キ
ー
、

ト
ー
ゼ
ロ
ウ
ス
キ
ー
、
ハ
ン
ゼ
ン
、
ク
ラ
イ
ネ
ル
、
コ
ニ
ッ
ヶ
が
い
た
。
だ
が
吉
田
が
属
し
た
「
独
逸
語
学
下
等
第
一
級
」
（
こ
の
級
に
は

和
田
垣
謙
三
、
木
場
貞
長
、
河
本
重
二
郎
、
猪
子
止
戈
之
助
ら
の
名
が
見
え
る
。
）
は
ヴ
ィ
ト
コ
ウ
ス
キ
１
、
ハ
ン
ゼ
ン
が
受
け
持
っ
て
い

さ
て
吉
田
は
明
治
六
年
一
月
か
ら
は
月
々
の
手
当
金
は
六
円
に
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
洋
語
学
所
時
代
は
手
当
金
を
貰
っ
て
勉
強
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
六
年
に
は
外
務
省
洋
語
学
所
は
文
部
省
外
国
語
学
所
と
改
称
し
た
。
同
年
六
月
に
は
謙
次
郎
は
独
逸
語
学
級
長
を

申
し
付
け
ら
れ
た
。

履
歴
書
に
よ
る
と
、
吉
田
は
明
治
四
年
九
月
「
外
務
省
洋
語
学
所
二
入
り
三
年
間
独
逸
学
修
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
洋
語
学
所

は
清
語
、
露
語
、
独
語
を
教
え
た
学
校
で
あ
る
。
吉
田
は
ド
イ
ツ
語
を
専
修
す
る
た
め
に
は
南
校
よ
り
洋
語
学
所
の
方
が
経
済
的
に
有
利
と

（
４
）

考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
独
逸
語
学
教
授
東
條
一
郎
の
指
導
を
受
け
た
。
一
年
後
に
は
成
績
優
秀
の
た
め
か
月
々
手
当
五
円
を
下
賜

さ
れ
、
さ
ら
に
外
務
省
よ
り
「
試
験
ノ
際
一
等
褒
賞
下
賜
」
さ
れ
た
。
な
お
当
時
、
吉
田
と
同
じ
く
外
務
省
洋
語
学
所
で
独
語
を
学
ん
だ
人

と
に
な
る
。
当
然
な
が
ら
明
治
五
年
四
月
改
正
の
『
南
校
一
覧
』
に
は
彼
の
名
は
な
い
。

（
５
）

に
飯
盛
挺
造
が
い
ス
）
。

外
務
省
洋
語
学
所
時
代

東
京
外
国
語
学
校
時
代

４



る
。
因
み
に
、
一
級
上
の
「
独
逸
語

木
計
、
和
田
音
吉
郎
ら
の
名
が
あ
る
。

そ
し
て
吉
田
は
こ
こ
で
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
た
め
か
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
十
二
日
付
け
で
東
京
外
国
語
学
校
の
雇
教
員
を

申
し
付
け
ら
れ
た
（
給
金
二
十
円
）
。
こ
れ
が
彼
の
ド
イ
ツ
語
教
育
界
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
八
ヵ
月
後
に
は
東
京
外
国
語
学
校
教
諭

補
の
任
を
委
嘱
さ
れ
た
（
月
俸
二
十
三
円
）
。
だ
が
、
履
歴
書
に
よ
る
と
明
治
十
年
三
月
、
東
京
外
語
独
逸
部
の
生
徒
全
員
が
東
大
医
学
部

へ
移
転
し
た
の
で
三
月
十
日
付
で
教
諭
補
の
任
を
解
か
れ
た
。
そ
し
て
明
治
十
一
年
十
一
月
一
一
日
に
紙
幣
局
彫
刻
部
訳
官
に
な
っ
た
（
日
給

七
十
銭
）
。
こ
れ
は
彼
の
ド
イ
ツ
語
の
能
力
を
活
か
し
た
仕
事
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
具
体
的
に
は
分
か
ら
な
い
。
当
時
の
曰
本
の
紙

（
７
）

東
京
外
語
に
約
一
二
年
学
ん
だ
河
本
重
一
一
郎
は
「
回
顧
録
」
に
お
い
て
ヴ
ィ
ト
コ
ウ
ス
キ
１
、
ハ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

又
ハ
ン
ゼ
ン
と
云
ふ
人
は
此
人
は
歴
史
と
数
学
を
担
任
し
て
居
た
た
が
、
其
歴
史
の
教
へ
方
は
実
に
面
白
い
も
の
で
、
全
く
史
上
の
人

物
を
其
場
に
扮
す
る
如
き
調
子
で
あ
っ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
杯
の
云
た
こ
と
杯
を
云
て
自
分
自
ら
当
人
で
あ
る
様
に
話
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
余
は
大
に
歴
史
好
き
と
な
り
今
曰
迄
地
理
と
歴
史
は
他
人
の
知
れ
る
よ
り
も
よ
り
多
く
知
る
こ
と
に
な
り
、
其
好
愛
心
よ
り
自

然
歴
史
も
の
は
多
く
読
む
様
に
な
れ
り
。

又
ハ
ン
ゼ
ン
は
数
学
を
教
へ
た
が
、
さ
て
余
は
数
学
に
甚
だ
無
能
で
困
難
せ
り
、
殊
に
今
で
も
記
憶
す
る
が
、
按
分
比
例
と
き
て
は
、

一
向
に
分
ら
な
い
為
め
点
数
甚
だ
劣
点
で
あ
っ
た
。
依
っ
て
一
夏
思
ひ
存
分
、
数
学
を
特
別
に
学
習
し
た
。
そ
れ
か
ら
按
分
比
例
も
易

く
出
来
る
様
に
な
れ
り
、
従
て
点
数
も
大
に
上
っ
た
。
ハ
ン
ゼ
ン
は
飯
田
町
通
の
山
手
側
に
住
居
し
居
た
が
、
其
時
は
未
だ
草
花
々
で

あ
っ
た
。
ウ
ヒ
ト
コ
ス
キ
と
云
ふ
人
は
何
処
の
人
か
知
ら
ぬ
、
偉
大
な
体
格
で
人
相
悪
し
き
人
物
で
あ
っ
た
が
、
語
学
の
受
持
で
あ
っ

た
。
其
人
は
甚
だ
怒
り
易
き
人
で
余
は
一
度
文
章
を
書
て
行
き
い
た
く
打
た
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
後
略
）

明
治
九
年
東
京
外
国
語
学
校
教
諭
と
な
る
ｌ
独
語
教
師
へ
の
ス
タ
ー
ト

「
独
逸
語
学
上
等
第
六
級
」
に
は
江
口
襄
、
飯
盛
挺
三
が
お
り
、
一
級
下
の
「
独
逸
語
学
下
等
第
二
級
」
に
は
高

５



ト
レ
ー
ド

吉
田
は
明
治
十
一
一
年
（
一
八
七
九
）
一
一
月
十
七
曰
付
で
東
京
大
学
医
学
部
雇
教
員
申
し
付
け
ら
れ
た
（
給
金
一
一
十
五
円
、
の
ち
一
一
一
十
円
）
。

こ
れ
は
、
東
京
大
学
医
学
部
第
六
年
報
の
「
内
外
教
員
ノ
事
」
欄
に
「
二
月
十
七
日
教
員
天
野
光
屋
東
京
外
国
語
学
校
教
員
一
一
転
シ
同
校
教

員
吉
田
謙
次
郎
ヲ
本
部
教
員
ニ
傭
う
」
と
あ
る
の
で
、
東
京
外
語
と
東
大
医
学
部
間
の
交
換
人
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

予
科
は
五
年
で
一
等
か
ら
五
等
ま
で
あ
っ
た
。
四
等
と
五
等
は
甲
、
乙
に
分
か
れ
て
い
た
。
予
科
で
は
本
科
（
同
じ
く
五
年
で
す
べ
て
ド

イ
ツ
人
教
師
が
担
当
し
た
）
を
修
め
る
た
め
の
基
礎
科
目
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
中
で
も
ド
イ
ツ
語
が
最
も
重
視
さ
れ
た
。
文
字
通
り
ド
イ

ツ
語
漬
け
と
言
っ
て
よ
い
。
学
生
は
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
で
明
け
暮
れ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
学
生
の
中
に
は
医
者
に
な
る
つ
も
り
は
な
く
、

た
だ
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
た
め
に
予
科
に
入
学
し
た
者
も
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
本
科
に
進
む
前
に
多
く
は
退
学
し
た
。
中
途
退
学
者
が
多
か
っ

た
点
で
は
東
京
外
国
語
学
校
（
旧
）
と
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
、
吉
田
と
雇
用
期
間
が
重
な
る
独
語
教
員
に
は
ス
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ゲ
、
ア

た
か
の
り

ド
ル
フ
・
グ
ロ
ー
ト
、
ゼ
レ
ス
ニ
ー
、
山
村
一
蔵
、
川
上
正
光
、
斎
藤
鉄
太
郎
、
生
田
堯
則
ら
が
い
た
。
一
等
か
ら
一
一
一
等
ま
で
は
外
国
人
教

師
が
担
当
し
、
四
等
、
五
等
は
日
本
人
教
師
が
担
当
し
た
。

（
８
）

次
に
参
考
ま
で
に
『
東
京
大
学
第
一
年
報
』
（
起
明
治
十
一
一
一
年
九
月
止
全
十
四
年
十
一
一
月
）
よ
り
「
明
治
十
四
年
夏
学
期
医
学
本
科
予
科
生
学
科
表
」

（
時
間
割
）
の
一
部
（
七
時
ヨ
リ
九
時
マ
ー
ェ
を
紹
介
す
る
。
特
に
予
科
に
注
意
さ
れ
た
い
。

幣
は
ド
イ
ツ
の
精
巧
な
機
械
で
印
刷
さ
れ
て
い
て
（
こ
れ
は
正
式
に
は
明
治
通
宝
と
い
う
が
、
一
般
に
は
ゲ
ル
マ
ン
紙
幣
と
呼
ば
れ
た
）
そ

の
た
め
に
急
に
ド
イ
ツ
に
対
し
て
紙
幣
の
意
匠
か
何
か
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
で
要
望
を
伝
え
る
必
要
が
発
生
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
僅

か
二
十
日
で
訳
官
の
仕
事
は
免
職
に
な
っ
て
い
る
の
も
そ
れ
を
想
像
さ
せ
る
。

そ
の
後
同
年
十
一
月
二
十
六
日
付
で
再
び
東
京
外
語
の
雇
教
員
に
な
っ
た
（
月
俸
二
十
円
）
。

東
大
医
学
部
予
科
教
師
時
代

６
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７

は

晩

几■九》

一
四
毎
本
科
生
・
生
理
嬬
チ
ー
ン
ル
生
理
躯
十
ｌ
ゲ
ル

等
閑
科
生
一
脚

物
印
〆
，
ｒ
ワ
イ
ン
（

三
繍
円
科
生
国
乙
辮

０－

一
内
科
外
采
田
朕
開
鑓
べ
ニ
ブ

』

物
串
ド
ヂ
；
ィ
基

内
科
汁
裏
臨
床
舸
茜

ペ
ル
ッ

生
現
躯
チ
ー
ダ
几

解
剖
邸
ヂ
兵
七

鳳
伽
研
砺
ブ
ン
ヶ

博
噛
躯
＃
‐
ｒ
ワ
イ
ン

雁
グ
ロ
ー
ト
地
理
“
グ
ロ
ー
上
地
理
耶
グ
ロ
ー
ト

七■
Ｕ
）

０Ｊで

四
杯
本
科
生
生
顧
砺
十
１

五
写
本
科
生
解

１Ⅳ

ゲ
佗
生
咽
研
十
Ｉ

邸
ヂ
ス
セ
解

Ｉ棚
串

ケ
ル

ヂ
セ
ス

一
等
価
科
生
一
日
物
畢
〆
テ
；
４
鷺
阿
物
騒
Ｆ
；
；
４
ｓ

Ｉ

乙
砺
躯
９
シ
ゲ

乙
調
祭
グ
ロ
ー
ト

揮
捌
古
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融
次
醐

分
ほ
ぜ
極
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一

作
女
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Ｌ
正
光
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現
曝
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楓
乙
禰
駆
グ
ロ
ー
ト

掴
乙
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；
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解
剖
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湿
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Ｌ
正
光

風
乙
砺
緊
ゼ
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ス
ニ
１

地
理
躯
ゲ
ｏ
Ｉ
Ｌ
．

盤
由
（
夕
シ
ゲ

側
勅
皐
〆
；
；
イ
ン

解
剖
串
ア
ス
セ

生
理
駆
子
－
ヶ
か

外
科
鎗
勘
ス
タ
９
Ｗ

病
理
各
的
ペ
ル
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繍
理
各
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文
法
吉
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分
邇
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汲
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一

趨
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正
光
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珊
畢
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乙
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；
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解
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ヂ
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セ

生
魂
＄
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ヶ
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日

算
術
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呑
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瓜
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上
正
光

飼
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繭
躯
ゼ
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ニ
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地
理
采
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ロ
ー
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盤
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ゲ
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；
イ
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解
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分
數
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文
法
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正
光

地
理
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ゼ
レ
ス
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Ｔ
Ｉ

田
乙
蔚
砺
少
・
Ｉ
卜

■
乙
齋
串
ブ
ゾ
ゲ

博
物
串
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；
；
イ
ン

解
剖
隈
ヂ
ス
セ

生
理
吊
十
ｌ
ゲ
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科
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ク
０
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屈
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金
曜
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源
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川
上
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光

敵
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瀞
汲
餌
一

西
丹

崩
ゼ
レ
ス
ロ
ー

■
釦
雨
耶
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グ
．
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偲
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Ｃ
ｌ
卜

解
剖
皐
ヂ
ス
七

生
理
串
チ
ー
ヶ
や

桝
覇
各
ぬ
ぺ
企
ワ

捕
理
各
画
ぺ
＋
プ

文
法
吉
田
■
次
郎

分
蝕
廿
擾
鯛
一

作
文
川
上
正
光

圏
乙
爾
串
少
・
Ｉ
卜

禺
乙
研
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ラ
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躯
Ｆ
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イ
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セ

生
湿
厚
子
１
ヶ
心
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曜
日



こ
の
東
大
医
学
部
予
科
で
行
っ
た
独
語
授
業
に
つ
い
て
吉
田
は
二
種
の
申
報
書
を
書
い
て
い
る
。
彼
自
身
の
手
に
な
る
資
料
が
少
な
い
の

（
９
）

で
、
こ
れ
は
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
『
東
京
大
学
医
学
部
第
七
年
報
』
（
自
明
治
十
一
一
年
十
一
一
月
至
十
一
一
一
年
十
一
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

於
う
ふ
「
ヘ
ズ
ラ
ル
式
一
鰯
一
一
頭
本
子
以
少
競
注
並
二
繩
瀬
子
減
習
セ
影
〆
一
初
期
ハ

ー
ヵ
ド
リ
ー
ー
文
法
轡
第
二
期
ハ
ー
ワ
ェ
ー
ブ
ニ
と
文
法
鶴
チ
用
井
テ
鯛
迩
文
法
テ
粥

紗
傲
ァ
拠
例
チ
鰹
ク
ラ
理
曾
腰
易
〃
シ
之
チ
峨
飢
セ
ヲ
メ
問
答
ハ
和
銅
雨
醗
チ

以
テ
ワ
勝
々
諸
歴
史
中
・
り
鑛
蛇
チ
鰯
サ
影
〆
以
テ
雷
取
法
子
歓
習
タ
然
し
後

共
女
チ
翻
輝
シ
鱸
法
チ
學
ハ
ワ
ム
払
他
一
ズ
ニ
ニ
ル
」
小
地
理
番
二
因
り
地
理
少
敢

投
ズ
レ
１
《
四
弊
預
科
生
辱
卜
相
同
や

逸
語
学
教
員
吉
田
謙
次
郎
申
報

明
治
十
二
年
十
二
月
ヨ
リ
全
十
三
年
十
一
月
二
至
ル
ノ
間
四
等
予
科
五
等
予
科
ノ
両
級
生
徒
二
教
授
ス
乃
チ
四
等
予
科
生
二
於
テ
ハ

「
ダ
一
三
ル
」
小
地
理
書
二
拠
り
地
理
ヲ
授
ケ
問
答
共
二
独
逸
語
ヲ
用
ヰ
対
話
ノ
ー
助
卜
為
ス
五
等
予
科
生
二
於
テ
ハ
「
ヘ
ス
テ
ル
ス

Ｕ
【
関
冬
同
羽

与
測
十
九

｢独逸語学教員吉田謙次郎申報」

(東京大学医学部第七年報、自明治１２年１２月至１３年 月）

》
予
科
生
二
於
テ
ハ
「
ヘ
ス
テ
ル
ス
」

第
二
読
本
ヲ
以
テ
読
法
並
二
訳
読
ヲ

実
演
セ
シ
メ
初
期
ハ
「
カ
ド
リ
ー
」

文
法
書
第
二
期
ハ
「
シ
ェ
ー
フ
ェ

ル
」
文
法
書
ヲ
用
ヰ
テ
独
逸
文
法
ヲ

講
シ
傍
ラ
其
例
ヲ
挙
ケ
テ
理
会
シ
易

ク
シ
之
ヲ
暗
記
セ
シ
メ
問
答
ハ
和
独

両
語
ヲ
以
テ
シ
時
々
諸
歴
史
中
ヨ
リ

筆
記
ヲ
為
サ
シ
メ
以
テ
書
取
法
ヲ
実

演
シ
然
ル
後
其
文
ヲ
翻
訳
シ
訳
法
ヲ

学
ハ
シ
ム
其
他
「
ダ
ニ
エ
ル
」
小
地

理
書
二
因
り
地
理
ヲ
教
授
ス
ル
ハ

四
等
予
科
生
署
卜
相
同
シ

８



当
時
の
一
般
的
な
独
文
教
科
書
が
選
ば
れ
て
い
る
。
予
科
の
下
級
生
に
対
し
て
は
曰
本
人
教
師
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、
吉
田
は
ド
イ
ツ

語
を
用
い
た
と
書
い
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
独
両
語
を
併
用
し
て
教
え
る
こ
と
の
必
要
か
ら
で
あ
ろ
う
。

｛
、
）

も
う
一
つ
の
教
科
書
は
『
東
京
大
学
第
一
年
報
』
（
起
明
治
十
一
二
年
止
同
十
四
生
＋
一
一
月
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ダ
ニ
エ
ル
地
理
階
梯
は
前
記
の
小
地
理
書
と
同
じ
本
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
明
治
時
代
に
ハ
ウ
フ
の
小
説
は
人
々
の
好
む
ド
イ

吉
田
が
使
用
し
た
教
科
書
は
具
体
的
に
は
次
の
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ダ
ニ
エ
ル
」
小
地
理
己
目
】
の
（
⑦
．
シ
）
卵
［
国
冨
旦
の
口
曽
『
』
①
ロ
ロ
ニ
の
三
Ｏ
三
目
□
の
『
⑦
①
。
、
国
己
冨
の

「
ヘ
ス
テ
ル
ス
」
第
一
一
読
本
出
【
席
あ
ご
⑰
参
）
［
昌
菖
＆
［
ｍ
の
①
宮
の
戸
言
の
。
盲
目
后
の
自
席
己
呂
二
『
＆
の
二
言
ご
量
あ
の
二
①
『
ご
三
国
昌
昌
①
。

「
シ
ェ
ー
フ
ェ
ル
」
文
法
書
、
の
言
一
㎡
『
（
因
・
）
亜
門
句
苣
菖
の
ロ
ヮ
①
ご
己
昌
の
三
・
言
①
冒
已
①
『
』
①
巨
扇
＆
①
ロ
の
已
国
＆
の
．

「
カ
ド
リ
ー
」
文
法
書
尻
昌
の
『
ご
Ｃ
・
）
閲
［
而
弓
『
宮
＆
己
の
『
□
①
巨
扇
＆
の
ロ
の
ご
国
＆
①
芦
『
＆
①
ご
胃
①
口
四
の
⑰
の
ご
己
の
『
冨
一
の
①
１
】
Ｃ
亘
四
宮
昌
の
Ｓ
①
口

「
カ
ド
リ
ー
」
文
法
書
尻
昌
の
ご
Ｃ
・
）

シ
戸
昌
の
己
】
の
己
筐
の
シ
【
ロ
ョ
シ
ｚ
【
。
．

独
乙
語
学
准
助
教
授
吉
田
謙
「
爾
申
報

明
治
十
三
年
十
一
一
月
ヨ
リ
十
四
年
十
一
月
一
一
至
ル
ー
学
年
二
於
テ
四
等
五
等
予
科
生
二
専
ラ
独
乙
学
ヲ
授
ケ
就
中
四
等
生
ニ
ハ
ダ
ニ

コ
川
ノ
地
理
階
梯
ヲ
以
テ
亜
細
亜
阿
弗
利
加
、
欧
羅
巴
、
一
一
大
州
地
理
概
略
ヲ
教
へ
悉
ク
之
ヲ
暗
記
セ
シ
メ
且
ハ
ウ
フ
ノ
小
説
集
ヲ

訳
読
セ
シ
メ
其
字
儀
文
体
及
上
主
意
ヲ
詳
細
二
説
明
シ
以
テ
読
法
ヲ
演
習
セ
シ
ム
又
独
乙
語
ノ
対
話
二
熟
練
セ
シ
メ
ン
カ
為
二
別
二
対

話
演
習
ノ
時
間
ヲ
定
メ
傍
ラ
類
似
ノ
諸
字
ヲ
集
メ
例
ヲ
挙
テ
其
区
別
ヲ
明
ニ
ス
五
等
生
二
於
テ
ハ
シ
ュ
ー
フ
ェ
ル
ノ
文
法
書
ヲ
以
テ
文

字
論
ト
文
章
論
ノ
ー
部
ト
ヲ
教
へ
其
關
ヲ
補
上
例
ヲ
挙
ケ
務
テ
了
解
シ
易
カ
ラ
シ
メ
テ
之
ヲ
実
用
ス
ル
カ
為
二
和
語
ノ
短
文
ヲ
独
乙
語

二
訳
サ
シ
メ
ヘ
ス
テ
ル
ス
読
本
ヲ
訳
読
シ
傍
ラ
歴
史
中
ヨ
リ
書
取
ヲ
為
シ
之
ヲ
翻
訳
セ
シ
ム
又
ダ
ニ
エ
ル
地
理
階
梯
ヲ
以
テ
地
理
ノ
総

論
ヲ
教
へ
別
二
対
話
文
ヲ
暗
記
セ
シ
メ
対
話
ノ
ー
助
ト
為
ス
授
業
ノ
際
ハ
常
二
邦
語
ト
独
乙
語
ヲ
兼
用
セ
リ

９



履
歴
書
に
は
書
い
て
な
い
が
吉
田
は
東
大
医
学
部
予
科
以
外
に
、
私
塾
の
訓
蒙
学
舎
で
も
教
え
て
い
た
よ
う
だ
。
東
京
都
公
文
書
館
蔵
の

益
海
舎
の
牧
絹
一
郎
の
履
歴
書
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
（
巴
の
６
ｍ
‐
凸
願
伺
届
録
明
治
加
年
）

「
明
治
十
二
年
二
月
訓
蒙
学
舎
二
入
り
教
師
佐
久
間
某
吉
田
謙
次
郎
二
就
キ
独
逸
学
修
業
及
ビ
数
学
ヲ
…
」

さ
て
履
歴
書
に
よ
る
と
吉
田
は
明
治
十
四
年
十
月
に
至
り
、
医
学
部
准
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
次
い
で
同
十
五
年
七
月
一
日
付
で
東
京

大
学
予
備
門
の
助
教
諭
と
な
り
、
予
備
門
分
學
勤
務
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
十
七
年
七
月
に
は
年
俸
金
四
百
八
十
円
を
下
賜
さ
れ

さ
れ
る
。
｜

で
あ
ろ
う
。

東
京
大
学
予
備
門
で
は
独
語
教
員
に
吉
田
の
ほ
か
に
教
諭
と
し
て
川
上
正
光
、
助
教
諭
と
し
て
生
田
堯
則
、
中
俣
匡
が
い
た
。

だ
が
、
吉
田
は
明
治
十
八
年
一
月
三
十
一
日
に
は
大
蔵
省
三
等
属
に
任
命
さ
れ
書
記
局
報
告
課
勤
務
と
な
っ
た
。
翌
年
三
月
に
は
大
蔵
属

に
任
命
さ
れ
、
五
月
に
は
判
任
官
三
等
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
九
月
十
八
日
付
で
依
願
免
本
官
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
大
蔵
省
時
代
は
約
一
年

半
で
終
わ
っ
た
。
大
蔵
省
に
勤
め
た
の
は
、
前
述
の
紙
幣
局
の
場
合
と
同
様
に
彼
の
独
語
の
知
識
を
見
込
ま
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い

大
蔵
省
を
辞
め
て
二
日
後
に
再
び
第
一
高
等
中
学
校
教
員
を
依
嘱
さ
れ
て
い
る
（
一
ヵ
月
金
五
十
円
）
。
そ
し
て
二
ヵ
月
後
に
は
第
三
部

（
医
科
）
第
一
級
の
生
徒
長
を
依
嘱
さ
れ
た
。

筆
者
の
手
元
に
『
明
治
十
九
年
十
二
月
調
第
一
高
等
中
学
校
生
徒
部
伍
役
員
録
』
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
巻
頭
に
「
第
一
高
等
中
学
校

生
徒
部
伍
編
成
規
則
」
と
い
う
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
第
一
條
に
「
生
徒
伍
」
を
設
け
た
理
由
を
「
生
徒
部
伍
ハ
至
誠
順
良
信
愛
荘

重
ノ
気
質
ヲ
保
持
シ
遵
守
整
頓
清
潔
ノ
習
慣
ヲ
霞
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
等
凡
ソ
学
科
外
ノ
要
道
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
便
ヲ
開
カ
ン
カ
為
メ
ニ
相

互
ノ
気
豚
貫
通
ヲ
主
ト
シ
之
ヲ
設
ク
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
條
で
在
舎
と
通
学
と
を
問
わ
ず
生
徒
全
員
を
四
部
に
分
け
、
第
一
部
は

シ
文
学
で
翻
訳
も
二
十
年
前
後
に
数
種
出
て
い
る
が
、
既
に
明
治
十
三
、
十
四
年
頃
に
教
科
書
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
の
は
早
い
例
で
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
五
等
生
の
授
業
で
は
邦
語
と
独
語
を
兼
用
し
た
の
は
、
最
下
級
生
の
語
学
力
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果

て
い
る
。
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本
科
生
生
徒
総
員
、
第
二
部
は
予
科
生
徒
中
英
語
学
を
以
て
入
学
し
た
者
、
第
三
部
は
予
科
生
徒
中
独
逸
語
学
を
以
て
入
学
し
た
者
、
第
四

部
は
仏
語
学
を
以
て
入
学
し
た
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
成
る
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
各
部
に
部
長
と
生
徒
長
を
置
い
て
い
る
が
、
第
三
部
の
部

長
は
寺
田
勇
吉
、
第
一
級
生
徒
長
教
員
に
は
吉
田
謙
次
郎
、
第
三
級
生
徒
長
教
員
に
は
山
田
小
太
郎
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

第
一
高
等
中
学
校
に
お
け
る
地
位
は
寺
田
が
吉
田
、
山
口
よ
り
上
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
十
年
二
八
八
七
）
十
二
月
二
十
日
第
一
高
等
中
学
校
教
諭
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
『
第
一
高
等
中
学
校
一
覧
』
及
び
『
第
一
高
等
学
校
本
部
一
覧
』
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』
等
に
よ
っ
て
第
一
高
等
中
学
校
及
び

第
一
高
等
学
校
（
第
一
高
等
中
学
校
は
明
治
二
十
七
年
九
月
第
一
高
等
学
校
と
改
迩
に
お
け
る
吉
田
の
肩
書
き
の
変
遷
を
見
て
お
こ
う
。

『
第
一
高
等
中
学
校
一
覧
』
明
治
旧
‐
別

嘱
託
教
員

同
皿
‐
皿

教
諭

同
邪
‐
別

教
授

同
別
‐
閉

教
授

同
筋
‐
別

教
授

同
肥
１
町

教
授

『
第
一
高
等
学
校
本
部
一
覧
』
同
肥
‐
羽

教
授

同
羽
「
帥

教
授

同
帥
‐
則

教
授

※
独
逸
文
学
科
主
任

同
釦
‐
皿

教
授
※
独
逸
文
学
科
主
任

二
局
教
授
時
代

－１１－



当
時
の
―
高
に
は
鐸
々
た
る
独
語
学
者
が
揃
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
五
年
間
も
独
逸
文
学
科
や
第
二
語
学
科
（
独
語
科
）
の
主

任
を
務
め
て
い
る
こ
と
は
、
同
科
の
重
鎮
と
し
て
同
僚
た
ち
の
信
望
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

履
歴
書
に
よ
る
と
、
吉
田
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
一
一
）
三
月
三
十
一
日
付
で
―
高
を
「
依
願
免
本
官
」
に
な
っ
て
お
り
理
由
は
「
病

気
職
務
堪
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
彼
が
―
高
を
辞
め
た
の
は
定
年
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
病
気
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ

が
二
局
辞
職
後
も
吉
田
は
引
き
続
き
四
月
一
日
付
で
嘱
託
講
師
（
非
常
勤
講
師
）
と
な
り
大
正
十
年
ま
で
同
校
に
留
ま
っ
た
。
な
お
履
歴
書
に

よ
る
と
、
彼
は
明
治
二
十
九
年
に
は
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
生
徒
の
教
授
を
嘱
託
さ
れ
、
報
酬
と
し
て
一
ヵ
月
金
三
十
五
円
を
給
せ
ら
れ
、
同

三
十
一
年
六
月
に
は
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
て
い
る
。

『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』

大
同同正
９８７
０１１

１０９８

同同同同同同
3７３６３５３４３３３２
００１０１０

３８３７３６３５３４３３

教
授

※
独
逸
文
学
科
主
任

教
授

※
第
二
語
学
科
主
任

教
授

※
第
二
語
学
科
主
任

嘱
託
講
師
及
教
員

嘱
託
講
師
及
教
員

嘱
託
講
師
及
教
員

同
右

講
師
及
嘱
託
教
員

講
師
及
嘱
託
教
員

講
師

－１２－



明
治
二
十
年
代
は
ド
イ
ツ
文
学
へ
の
関
心
が
青
年
た
ち
を
中
心
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
く
示
す
の
が
独
逸
講
文
会
で
あ

る
。
こ
れ
は
学
習
院
、
第
一
高
等
中
学
校
（
明
治
二
十
七
年
よ
り
第
一
高
等
学
校
と
改
称
）
独
逸
学
協
会
学
校
、
そ
れ
に
明
治
三
十
年
代
の

初
期
に
は
東
京
外
国
語
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
イ
ツ
語
教
師
に
よ
る
、
独
語
・
独
文
学
の
普
及
の
た
め
の
共
同
事
業
で
あ
っ
た
。
聴
講
を
希

望
す
る
者
は
『
講
本
』
と
い
う
独
文
の
テ
キ
ス
ト
を
購
入
す
れ
ば
参
加
で
き
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
詩
、
戯
曲
、
散
文
の
抜
粋
が
び
っ
し

り
詰
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
－
高
の
校
友
会
雑
誌
第
三
十
号
（
明
治
二
十
六
年
十
月
発
行
）
の
「
雑
報
」

欄
に
「
○
独
逸
講
文
会
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
出
て
い
る
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
講
師
と
ド
イ
ツ
文
学
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
村
仁
太
郎
「
庁
自
昌
①
」
（
Ｇ
・
Ａ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
）
山
口
小
太
郎

曰
扁
這
］
言
、
」
（
ゲ
ー
テ
）
保
志
虎
吉
「
豆
の
国
の
巳
の
」
（
シ
ラ
ー
）
吉
田
謙
次
郎
己
の
『
扉
自
貧
昌
二
の
昌
己
『
胃
宮
口
」
（
シ
ラ
ー
）
で
あ
る
こ

学
習
院
及
ひ
本
校
、
独
逸
学
科
教
授
諸
氏
の
熱
心
に
よ
り
て
成
れ
る
同
会
は
、
大
に
独
逸
文
学
の
青
華
を
発
揚
し
、
吾
か
国
、
文
運

の
奎
張
を
輔
翼
し
、
数
年
来
、
専
ら
斯
学
の
普
及
を
企
図
し
来
り
、
本
学
年
の
如
き
は
、
一
般
独
逸
学
生
の
来
聴
を
許
し
、
毎
週
金
曜

日
午
後
三
時
半
よ
り
、
壱
岐
坂
会
堂
に
於
て
独
逸
文
学
諸
大
家
名
篇
鉋
作
を
講
演
し
、
悉
く
其
妙
穂
秘
訣
を
発
揮
し
て
遺
す
と
こ
ろ
な

ら
し
め
ん
と
す
。
盛
り
な
り
と
謂
ふ
へ
し
。
而
し
て
本
学
年
の
発
会
に
は
、
大
村
講
師
、
明
快
流
暢
の
弁
を
以
て
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
の
「
レ

ノ
ー
ル
」
を
講
せ
ら
る
、
其
聴
衆
を
聟
動
せ
し
、
固
よ
り
怪
し
む
に
足
ら
さ
る
な
り
、
爾
来
数
周
間
、
山
口
講
師
の
ギ
ョ
ー
テ
、
「
ヅ

ア
イ
グ
ヌ
ン
グ
」
、
保
志
講
師
の
シ
ル
レ
ル
、
「
デ
ィ
ー
、
イ
デ
ア
ー
レ
」
、
吉
田
講
師
の
同
「
デ
ル
、
カ
ン
プ
、
ミ
ッ
ト
、
デ
ム
ド

ラ
ッ
ヘ
ン
」
の
講
義
あ
り
。
会
者
常
」
に
二
百
名
に
下
ら
す
、
頗
る
盛
会
な
り
。
余
輩
は
此
種
も
文
学
会
の
益
健
全
な
る
発
達
を
遂
け

ん
こ
と
を
祈
り
止
ま
さ
る
な
り
。

独
逸
講
文
会

－１３－



一
高
教
授
を
辞
め
た
後
、
吉
田
は
独
逸
学
協
会
学
校
附
属
の
独
逸
語
専
修
学
校
の
講
師
と
な
っ
た
。
該
校
は
独
逸
語
専
修
学
校
規
則
の
第

一
條
に
、
「
本
校
ハ
独
逸
語
学
ヲ
専
修
セ
ン
ト
ス
ル
篤
志
者
ノ
為
メ
ニ
設
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
目
的
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
広
ク
独
逸
語

学
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
の
学
校
と
異
な
り
ド
イ
ツ
語
だ
け
を
学
び
た
い
者
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
好
都
合
な
学
校

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
講
本
を
見
る
と
、
当
日
の
会
は
明
治
二
十
六
年
九
月
八
日
発
行
の
第
三
号
（
函
・
国
＆
）
に
よ
っ
て
講
義
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
な
お
講
文
会
の
様
子
は
自
由
キ
リ
ス
ト
教
系
雑
誌
『
真
理
』
や
、
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
で
も
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
た
。

で
、
夜
間
も
あ
っ
た
。

さ
て
日
本
紳
士
録
第
一
版
（
明
治
二
十
二
年
）
で
は
吉
田
に
つ
い
て
は
「
第
一
高
等
中
学
校
教
諭
、
本
郷
区
丸
山
新
町
十
一
』
と
な
っ
て

い
る
。
同
第
二
版
（
明
治
二
十
四
年
）
同
第
三
版
（
明
治
四
十
三
年
）
に
は
記
載
な
し
。

明
治
三
十
年
刊
行
の
『
日
本
現
今
人
名
辞
典
』
に
は
項
目
と
し
て
吉
田
の
名
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

君
は
旧
金
沢
藩
士
な
り
安
政
二
年
十
二
月
十
六
日
江
戸
に
生
る
旧
名
謙
之
助
後
改
む
明
治
四
年
外
務
省
洋
語
学
所
に
入
り
独
乙
語
学
を

修
業
し
尋
て
東
京
外
国
語
学
校
に
転
ず
九
年
同
校
教
諭
補
と
な
り
後
紙
幣
局
彫
刻
部
訳
官
を
命
ぜ
ら
れ
東
京
大
学
御
用
掛
と
な
り
同
大

学
教
諭
に
任
ぜ
ら
る
爾
来
大
蔵
省
に
出
仕
し
十
九
年
以
来
第
一
高
等
中
学
校
教
授
の
職
に
在
り
現
今
従
六
位
勲
六
等
に
し
て
尚
ほ
在
職

す
（
所
一
三
円
余
、
東
京
市
本
郷
区
駒
込
西
片
町
一
○
、
ろ
一
一
一
一
）

こ
れ
は
内
容
的
に
は
住
所
と
所
得
税
以
外
は
履
歴
書
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
。

高
等
科
に
て
は
谷
口
秀
太
郎
、
高
田
善
次
郎
、
山
口
小
太
郎
ら
と
共
に
吉
田
も
担
当
し
た
。

明
治
三
十
八
年
十
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
に
は
次
の
よ
う
な
広
告
が
出
て
い
る
。

独
逸
語
専
修
学
校
講
師
と
な
る

1４



そ
し
て
同
四
十
五
年
一
月
号
『
独
逸
語
研
究
』
（
精
華
書
院
）
巻
末
の
独
逸
語
専
修
学
校
の
生
徒
募
集
広
告
で
は
同
年
一
月
九
日
新
学
期

開
始
の
同
校
高
等
科
の
教
科
書
を
見
る
と
次
の
よ
う
に

断
片
的
情
報
に
な
る
が
、
明
治
四
十
ｍ

（
独
逸
語
学
雑
誌
明
治
四
十
四
年
一
月
号
）

そ
し
て
同
四
十
五
年
一
月
号
『
独
逸
雪

等科 ￣

、

「
講
聴
料

金
壱
円

－－￣￣

、、、、

第
四
回
独
逸
文
学
科
外
講
義

本
講
義
は
来
る
十
月
六
日
（
金
曜
日
）
午
後
六
時
よ
り
開
会
、

聴
講
希
望
の
者
は
連
に
本
校
事
務
所
へ
申
し
込
ま
る
べ
し

講
義
曰
時
毎
週
火
曜
、
金
曜
の
両
日
午
後
六
時
よ
り
毎
回
凡
そ
一

講
義
曰
時

講
師

講
義
回
数

講
義
用
書

の
。
①
弓
⑪
固
唱
ロ
○
三

ｍ
彦
四
斤
①
の
己
①
胃
の
》
□
①
『
【
四
巨
耳
口
四
ご
□
ご
◎
□
ご
而
皀
①
＆
ぬ

の
ロ
ー
曰
□
す
の
円
い
己
の
『
ご
里
の
『

凡
そ
十
二
回
に
て
結
了

田
富
目
の
回
臣
冨
『
画
の
只
己
闇
、
○
匡
①
ロ
①
ご
房
①
の
叩
・
Ｃ
１
耳
①
シ
宮
の
芭
目
、
》
三
＆
の
四

本
書
は
本
校
事
務
所
に
あ
り

毎
週
火
曜
、
金

吉
田
謙
次
郎
君

明
治
三
十
八
年
十
月

明
治
四
十
四
年
一
月
九
日
開
校
の
新
学
期
の
高
等
科
で
吉
田
は
四
の
弓
①
一
亜
ｚ
弓
の
一
目
、
①
ロ
を
講
議
し
て
い
る
。

神
田
区
西
小
川
町
一
丁
目

谷
口
秀
太
郎

高
田
善
次
郎

山
口
小
太
郎

一
時
間
っ
魁

担
任

担
任

担
任
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大
正
二
年
一
月
九
日
開
講
の
独
逸
語
専
修
学
校
の
高
等
科
で
は
吉
田
は
四
①
亘
の
己
の
『
忌
弓
『
Ｃ
ｓ
の
ロ
の
汀
后
を
講
議
し
た
。
因
に
、
谷
口

小
太
郎
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
ユ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
、
高
田
善
次
郎
は
「
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
生
時
代
の
ゲ
ー
テ
」
、
山
口
小
太
郎
は
ハ

ウ
プ
ト
マ
ン
の
「
沈
鐘
」
を
そ
れ
ぞ
れ
教
科
書
に
用
い
て
い
る
。
（
大
正
二
年
一
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
巳

大
正
二
年
四
月
一
日
か
ら
の
新
学
期
で
は
吉
田
は
皆
］
隠
皀
揖
弓
円
己
の
『
、
巨
寄
勺
目
胃
冒
を
高
等
科
の
教
科
書
に
用
い
た
。
（
大
正
二
年

因
み
に
、
明
治
四
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
人
名
辞
典
』
（
編
輯
兼
発
行
人
・
古
林
亀
治
郎
、
中
央
通
信
社
）
に
は
「
吉
田
謙
次
郎

君
」
の
項
目
は
見
ら
れ
る
が
、
わ
ず
か
に
一
行
、

君
は
教
育
家
た
り
（
豊
多
摩
郡
代
々
幡
村
代
々
木
二
八
五
）

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
同
時
代
の
ド
イ
ツ
語
学
者
の
山
口
小
太
郎
や
谷
口
秀
太
郎
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
の
と
対

照
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
田
の
経
歴
や
業
績
に
は
谷
口
や
山
口
の
そ
れ
に
比
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
殆
ど
な
い
と
一
般
に
見
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
？
そ
の
場
合
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
吉
田
が
二
氏
に
較
べ
て
実
力
が
劣
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に

著
作
が
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

（
Ⅲ
）

明
治
一
二
十
九
年
に
－
高
に
入
学
し
た
和
辻
哲
郎
は
「
｜
高
時
代
の
思
い
出
」
と
い
う
文
章
で
、
英
法
組
の
ド
イ
ツ
語
は
吉
田
や
、
保
志
虎

吉
、
山
川
幸
雄
な
ど
老
体
の
、
あ
ま
り
活
発
で
な
い
教
師
が
担
当
し
た
が
、
独
法
組
は
活
発
な
、
あ
る
い
は
厳
し
い
教
師
た
ち
が
受
け
持
つ

四
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
巳

一
局
シ
邑
旦
『
＆
の
宍
ｚ
〔
ど
の
一
行
自

少
巨
己
四
宮
屋
．
【
昌
弓
①
『
恩
三
○
曰
の
口

教
壇
上
の
吉
田
謙
次
郎

吉
田
謙
次
郎マ
マ

安
楽
直
次

担
任

担
任
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て
い
た
こ
と
、
吉
田
よ
り
保
志
の
方
が
評
判
が
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
証
言
し
て
い
る
。
幕
末
に
生
ま
れ
た
吉
田
も
保
志
も
明
治
四
十
年
頃

は
既
に
五
十
才
を
過
ぎ
て
い
て
、
大
学
出
の
文
学
士
に
較
べ
た
ら
年
老
い
て
不
活
発
に
見
え
た
こ
と
は
止
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
年
齢
を

別
に
し
て
も
、
二
人
に
は
当
時
の
代
表
的
ド
イ
ツ
学
者
、
例
え
ば
一
高
教
授
、
文
科
大
学
講
師
、
京
大
初
代
独
文
科
教
授
を
歴
任
し
た
藤
代

禎
輔
の
独
文
学
者
と
し
て
の
あ
る
種
の
華
や
か
さ
、
東
京
外
語
教
授
か
ら
二
局
教
授
に
な
っ
た
大
津
康
の
ド
イ
ツ
語
学
者
と
し
て
ぴ
天
才
的

ひ
ら
め
き
、
そ
れ
に
－
高
の
名
物
教
授
で
あ
っ
た
丸
山
通
一
や
岩
元
禎
の
よ
う
な
強
烈
な
個
性
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
二

人
の
、
特
に
明
治
九
年
か
ら
独
語
を
講
じ
続
け
た
吉
田
の
功
績
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

－高勤続３０年以上教授たち（大正９年）
右より保志虎吉（独語）吉田、監谷時敏（漢文）
(｢向陵誌』、大正１０年）
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行
委
員
）

学
士
会
報
三
九
五
号
（
大
正
十
年
一
月
）
に
次
の
よ
う
な
三
口
田
謙
次
郎
先
生
養
老
資
金
募
集
広
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
発
起
人
と
し
て
一
七
四
人
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
人
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
（
○
印
は
実

拝
啓
時
下
愈
々
御
清
祥
奉
賀
候
借
て
第
一
高
等
学
校
講
師
吉
田
謙
次
郎
先
生
は
東
京
大
学
医
学
部
予
科
、
大
学
予
備
門
、
第
一
高
等
中

学
校
及
第
一
高
等
学
校
に
奉
職
し
て
育
英
に
従
事
せ
ら
る
凶
事
弦
に
四
十
年
に
及
び
候
処
今
回
老
齢
の
為
め
其
職
を
辞
せ
ら
る
穏
事
と

相
成
申
候
段
我
等
一
同
深
く
遺
憾
と
す
る
所
に
有
之
候
先
生
資
性
括
淡
に
し
て
貨
殖
を
念
と
せ
ず
加
ふ
る
に
家
庭
の
不
幸
事
に
遭
遇
せ

ら
れ
誠
に
御
気
の
毒
に
在
候
に
つ
き
此
際
親
し
く
教
を
受
け
た
る
者
及
び
親
交
あ
る
者
相
計
り
醗
金
し
て
先
生
養
老
の
資
に
充
て
度
存

候
間
左
の
条
項
承
知
の
上
何
卒
奮
っ
て
御
賛
成
被
成
下
度
得
貴
意
候
頓
首

二
、
醸
金
の
措
置
。

三
、
払
込
期
間
。

四
、
醗
金
領
収
証
。

五
、
申
込
払
込
先
。

大
正
十
年
一
月
十
五
日

「
謝
恩
の
方
法
。

養
老
資
金
の
寄
付
を
受
け
る

「
先
生
の
肖
像
を
第
一
高
等
学
校
に
寄
贈
す
る
事
。

二
、
醗
金
を
特
定
条
件
の
下
に
先
生
に
贈
呈
す
る
事
。

一
切
の
処
理
を
発
起
人
に
一
任
す
る
事
。

大
正
十
年
三
月
末
日
迄
。

学
士
会
の
方
に
は
領
収
証
を
差
出
さ
ず
、
学
士
会
月
報
に
て
報
告
す
る
事
。

東
京
市
駒
込
第
一
高
等
学
校
内
菅
虎
雄
宛
（
振
替
口
座
東
京
七
二
四
四
番
）
の
事
。
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マ
マ

芥
川
龍
之
助
、
入
沢
達
吉
、
岩
元
禎
、
井
上
通
泰
、
上
田
整
次
、
○
岡
田
和
一
郎
、
○
大
島
正
徳
、
狩
野
亭
吉
、
筧
克
彦
、
河
合
栄
次

郎
、
○
上
村
清
廷
、
菊
地
寿
人
、
九
鬼
周
造
、
畔
柳
郁
太
郎
、
久
保
猪
之
吉
、
呉
秀
三
、
近
藤
次
繁
、
○
斎
藤
阿
具
、
桜
井
政
隆
、
沢
井

要
一
、
○
塩
谷
温
、
○
菅
虎
雄
、
○
杉
敏
介
、
建
部
遜
吾
、
谷
口
秀
太
郎
、
○
土
肥
慶
蔵
、
永
井
潜
、
中
村
進
午
、
芳
賀
矢
「

波
多
野
精
一
、
鳩
山
一
郎
、
葉
山
万
次
郎
、
平
塚
定
一
一
郎
、
○
藤
代
禎
輔
、
丸
山
通
一
、
一
一
一
並
良
、
三
浦
吉
兵
衛
、
村
上
直
次
郎
、
湯
川

郎
、
○
上
村
清
廷
、

要
一
、
○
塩
谷
』

波
多
野
精
一
、
鳩
阯

寛
吉
、
吉
田
静
致

立
派
な
顔
ぶ
れ
と
言
っ
て
よ
い
。
当
時
の
教
育
界
、
学
界
を
代
表
す
る
人
々
が
揃
っ
て
い
る
。
実
行
委
員
に
は
ド
イ
ツ
語
関
係
者
が
多

い
。
芥
川
龍
之
介
は
菅
虎
雄
と
の
関
係
か
ら
発
起
人
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
「
先
生
資
性
括
淡
に
し
て
貨
殖
を
念

と
せ
ず
加
ふ
る
に
家
庭
の
不
幸
事
に
遭
遇
せ
ら
れ
云
々
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
吉
田
は
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
教
場
で
ド
イ
ツ

語
を
講
じ
る
こ
と
に
徹
し
た
人
で
あ
っ
て
、
論
文
や
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と
は
勿
論
、
翻
訳
を
出
し
た
り
教
科
書
を
編
む
こ
と
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
一
高
講
師
を
辞
め
て
か
ら
は
、
独
逸
語
専
修
学
校
の
教
師
だ
け
の
収
入
で
は
生
活
は
か
な
り
苦
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
加
え

て
家
庭
の
不
幸
の
た
め
に
困
窮
の
度
が
増
し
た
の
は
真
実
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
家
庭
の
不
幸
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
不
詳
で
あ
る
。
そ

れ
を
見
る
に
見
か
ね
て
関
係
者
や
教
え
子
た
ち
が
こ
の
挙
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
学
士
会
月
報
三
九
六
号
（
大
正
十
年
二
月
）
に
「
前
第
一
高
等
学
校
講
師
吉
田
先
生
養
老
資
金
第
一
回
報
告
」
と
い
う
の
が
載
っ

て
い
る
。
同
月
報
に
は
以
後
九
回
（
四
○
八
号
、
大
正
十
一
年
二
月
）
ま
で
大
体
毎
号
同
様
な
報
告
が
見
ら
れ
る
。
第
二
回
か
ら
は
「
前
第

一
高
等
学
校
講
師
吉
田
謙
次
郎
先
生
…
」
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
は
氏
名
と
寄
付
し
た
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
者
は
全
部

で
八
百
九
十
人
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
前
記
の
発
起
人
以
外
に
次
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
た
。

宇
都
野
研
、
宮
入
慶
之
助
、
旭
憲
吉
、
児
島
喜
久
雄
、
藤
波
鑑
、
山
崎
正
董
、
三
島
通
良
、
斎
藤
茂
吉
、
山
岸
光
宣
、
長
谷
部
言

人
、
狩
野
直
喜
、
大
塚
保
治
、
美
濃
部
達
吉
、
立
沢
剛
、
石
倉
小
三
郎
、
高
野
岩
三
郎
、
桑
木
厳
翼
、
鵜
沢
総
明
、
柳
田
国
男
、
幸
田
成

マ
マ

友
、
辻
高
衡
、
弘
田
広
毅
、
青
木
昌
圭
ロ
、
大
町
文
衛
、
速
水
滉
、
杉
敏
介
、
ユ
ン
ヶ
ル
、
穂
積
重
遠
、
ペ
ッ
ッ
ォ
ル
ド
、
武
内
大

造
、
安
倍
能
成
、
内
藤
濯
、
山
口
弘
一
、
倉
石
武
四
郎
、
竹
内
瑞
三
、
島
津
久
基
、
田
代
義
徳
、
立
花
政
樹
、
石
川
貞
吉
、
（
順
不
同
）
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を
物
語
っ
て
い
る
。
吉
田
に
は
前
述
の
如
く
著
書
や
独
語
教
科
書
な
ど
の
編
著
が
な
か
っ
た
だ
け
に
そ
の
方
面
の
収
入
も
な
く
生
活
は
か
な

り
苦
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
々
が
吉
田
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
る
事
実
は
吉
田
が
尊
敬
さ
れ

て
、
人
望
が
高
か
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
吉
田
は
生
活
は
苦
し
く
て
も
ド
イ
ツ
語
教
育
界
の
長
老
と
し
て
尊
敬
を
集
め
て
い
た
様
子
が

窺
わ
れ
る
。

吉
田
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
前
記
「
吉
田
謙
次
郎
先
生
養
老
資
金
募
集
広
告
」
に
「
先
生
資
性
佶
淡
に
し
て
貨
殖
を
念
と
せ
ず
」
と
あ

人
と
な
り
及
び
晩
年

『学士会報」第405号（大１０１１）

こ
れ
ら
の
人
々
は
吉
田
に

ド
イ
ツ
語
を
教
わ
っ
た
と
か
、

以
前
同
僚
で
あ
っ
た
と
か
、

個
人
的
に
親
し
か
っ
た
な
ど
、

何
ら
か
の
関
連
の
あ
っ
た
人
々

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
全

体
と
し
て
－
高
や
東
大
出
身

者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
養
老

資
金
の
寄
什
凶
を
受
け
た
こ
と
は
、

吉
田
の
独
逸
語
専
修
学
校
の

講
師
と
し
て
の
収
入
だ
け
で

は
生
活
が
苦
し
か
っ
た
こ
と
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る
が
、
こ
れ
は
真
実
と
受
け
取
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
教
室
で
ド
イ
ツ
語
を
講
議
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
殆
ど
全
く
著
作
を
残
さ
な
か

っ
た
の
は
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
彼
が
二
局
で
は
昇
進
が
遅
れ
た
こ
と
も
そ
れ
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
旧
制
高
校
は
第
一
に
教
育
機

関
で
あ
っ
て
研
究
機
関
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
著
書
や
論
文
が
全
く
な
け
れ
ば
評
価
が
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
に
は
元
来
昇
進
と
か
出

世
は
眼
中
に
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
を
拒
否
し
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
点
で
彼
は
同
時
代
の
他
の
ド
イ
ツ
語
学
者
と
は
大
き
く
異

な
る
。
吉
田
は
著
作
を
残
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
学
者
と
し
て
の
実
力
が
他
の
ド
イ
ツ
語
学
者
に
劣
る
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
は
経
歴
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。

吉
田
が
亡
く
な
っ
た
正
確
な
時
期
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
日
独
書
院
発
行
の
昭
和
二
年
九
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
（
第

二
十
九
巻
九
号
）
の
裏
表
紙
に
独
逸
語
専
修
学
校
の
新
学
期
開
始
に
際
し
て
の
学
生
募
集
の
広
告
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
本
校
講
師

吉
田
謙
次
郎
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
独
逸
語
専
修
学
校
や
そ
の
夏
期
ド
イ
ツ
語
講
座
の
講
師
と
し
て
吉
田
の
名
前
が
『
独
逸
語

学
雑
誌
』
に
見
ら
れ
る
最
後
な
の
で
、
こ
の
後
ま
も
な
く
し
て
彼
は
世
を
去
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

注（
１
）

／￣、ダーヘ／￣、

４３２
、－〆、－〆、-〆

一
通
は
国
立
公
文
書
館
蔵
「
明
治
二
十
年
官
吏
進
退
文
部
省
一
一
一
二
十
三
」
所
収
の
履
歴
書
で
、
吉
田
が
明
治
十
九
年
に
第
一

高
等
中
学
校
の
教
員
に
採
用
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
出
生
に
始
ま
り
明
治
十
九
年
十
一
月
二
日
付

で
「
第
三
部
第
一
級
生
徒
長
ヲ
被
嘱
」
に
な
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
一
通
は
文
部
省
（
当
時
）
蔵
の
も
の
で
、
同
じ

く
出
生
か
ら
明
治
三
十
五
年
三
月
―
高
を
依
願
退
職
す
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

唐
沢
富
太
郎
『
貢
進
生
Ｉ
幕
末
維
新
期
の
エ
リ
ー
ト
』
（
ぎ
よ
う
せ
い
）
一
九
七
四
年
。
一
一
一
三
一
一
一
頁
。

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
、
一
五
二
～
一
六
一
一
一
頁
。

東
條
一
郎
（
一
八
四
八
生
）
明
治
初
期
の
独
逸
学
者
。
会
津
藩
士
東
條
次
業
の
長
男
と
し
て
会
津
若
松
に
生
ま
れ
る
。
明
治
二

－２１－



［
附
記
］
本
稿
執
筆
に
際
し
東
京
大
学
総
合
図
書
館
及
び
同
駒
場
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

〆￣、〆￣ヘ

１１１０
，－〆、－〆

（
８
）

（
９
）

〆￣、〆＝へ

７６
、－〆～￣

〆－，

５
、－〆

「
史
料
叢
書
東
京
大
学
全
史
東
京
大
学
年
報
第
二
巻
」
所
収
。
一
一
○
～
二
一
頁
。

『
東
京
大
学
医
学
部
第
七
年
報
』
（
自
明
治
十
二
年
十
二
月
至
十
三
年
十
一
月
）
。
「
史
料
叢
書

報
第
一
巻
」
所
収
。
三
一
一
八
頁
。

『
東
京
大
学
第
一
年
報
』
（
起
明
治
十
三
年
九
月
止
同
十
四
年
十
二
月
）
同
八
二
頁
。

岩
波
版
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
（
第
十
八
巻
）
所
収
、
四
二
八
～
九
頁
。

「
回
顧
録
」
は
岳

的
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
史
料
叢
書
東
京

よ
り
独
語
を
学
び
、
同
四
年
外
務
省
洋
語
学
所
の
独
語
教
師
兼
外
務
省
出
仕
で
あ
っ
た
。
同
六
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
曰
本
大
使

館
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
九
年
帰
朝
本
省
勤
務
と
な
る
。
同
十
五
年
再
度
填
国
に
駐
在
し
、
二
十
年
帰
国
す
る
や
挙
げ
ら
れ
て
通

商
局
次
長
に
就
任
、
敏
腕
を
振
る
っ
た
。
二
十
四
年
宮
を
辞
し
て
実
業
界
に
身
を
投
じ
た
。

飯
盛
挺
造
（
一
八
五
一
～
一
九
一
六
）
旧
佐
賀
藩
士
。
物
理
学
者
。
明
治
四
年
外
務
省
洋
語
学
所
に
入
り
、
二
年
間
独
語
を
修

め
た
。
爾
来
東
京
外
国
語
学
校
教
員
心
得
、
東
京
医
学
校
教
授
介
補
、
東
京
大
学
医
学
部
助
教
を
経
て
、
明
治
十
四
年
七
月
東

京
帝
国
大
学
助
教
授
に
就
任
。
同
十
七
年
自
費
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
留
学
。
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
同
二
十
年
帰

朝
。
第
四
高
等
中
学
校
教
諭
、
の
ち
教
授
と
な
る
。
明
治
二
十
五
年
四
月
高
等
師
範
学
校
教
授
に
就
任
。
晩
年
は
女
子
高
等
師

範
学
校
に
勤
務
の
傍
ら
、
私
立
薬
学
校
の
教
頭
を
務
め
た
。
明
治
十
二
年
初
版
『
物
理
学
』
は
名
著
と
し
て
知
ら
れ
た
。

『
東
京
外
国
語
学
校
沿
革
』
昭
和
七
年
、
五
八
～
七
七
頁
。

「
回
顧
録
」
は
『
中
央
眼
科
医
報
』
二
十
四
巻
（
昭
和
七
年
）
か
ら
同
二
十
七
巻
（
昭
和
十
年
）
ま
で
十
六
回
に
わ
た
り
断
続

し
た
い
。

東
京
大
学
全
史
東
京
大
学
年
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